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 要  旨 
学習目的に見合う学習リソースを選択し，その内容を学習者自ら学び，関係づけて知識を構築する
といった形態の主体的学習では，学習後しばしば学んだ知識に対する理解が不安定になる．本研究で
は，Web上のハイパー空間を有する学習リソースを用いた主体的学習を対象とし，学んだ知識の不安定
さの解消を目指している． 
通常，ハイパー空間では，学習目的を達成するために空間内をナビゲーションしながら学ぶべきページを選
択し，ページごとに学んだ内容を関係づけて順次知識を構築していく．このような学習では，同じ学習目的で
同じ学習リソースを学んだとしても，学ぶページや学ぶ順序は学習者ごとに異なる．また，ページごとに学ん
だ内容の関係づけの仕方によって構築される知識は異なったものとなる．つまり，ハイパー空間では，学習者
に応じた個別性の高い学習が可能であり，高い学習効果を期待することができる． 
一方，ハイパー空間における主体的学習では構築した知識に対する理解が不安定になるという問題がある．
研究では，これを「知識の不安定さ」と呼んでいる．知識の不安定さの主な原因は，ページをどのような順序
で学び，学んだ知識をどのように関係づけて構築したかという知識構築プロセスを想起できないことにあると
考えられる．知識の不安定さを解消するためには，知識構築プロセスのリフレクションを促進する必要がある． 
本研究では，ハイパー空間における知識構築プロセスのシーケンスを学習シナリオとして学習者自身に再構
成させることで，学んだ知識に対するリフレクションを促進する手法を検討した．一般に，ハイパー空間にお
ける主体的学習では，学習シナリオが与えられているわけではなく，学習者自身がナビゲーションを進めなが
ら学習シナリオを作ることになる．ここでの学習シナリオとは，学習目的を達成するために構築してきた知識
の構成要素をどのような順で学び，どのように関係づけてきたのかを表現するものである．学習後にこうした
学習シナリオを再構成するためには，学習後に知識構築プロセスを想起することが必要である．このような想
起は，局所的・断片的に積み上げられた知識の構成要素間の関係の見直し・再考を促すとともに，構築した知
識全体に対する再考を伴うことが期待できるため，学んだ知識の不安定さの解消に貢献すると考えられる．し
かし，学習シナリオは知識構築を通して暗黙的に作られることが多いため，学習者にとって知識構築プロセス
の想起は容易ではない．そこで，本研究では，ハイパー空間において構築した知識構造を表現したものから学
習シナリオを再構成させる手法を提案した．またこの手法に基づき，学習シナリオの再構成支援機能を中心と
したリフレクション支援ツールとしてInteractive Learning Scenario Builder (iLSB) を開発した．さらに，
ケーススタディの結果，開発したiLSBは学習者のハイパー空間における知識構築プロセスのリフレクションを
促進し，学んだ知識の不安定さを解消する可能性があることが示唆された． 
